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小学校音楽科「音楽づくり」における手作り楽器の位置づけ（古庵）
序論
小学校学習指導要領の音楽科に「音楽を作って表現できるようにする」という一文が加えられたの
は 1989年に告示された学習指導要領で、かれこれ 27年経つ。すでに 1982年に創造的音楽学習１）が
日本に伝わっており、国内の音楽科教育の文献も、「創造的音楽学習」のキーワードで探せたもので
は 1982年のものが一番古い２）。この 30年、「音楽づくり」については多くの現場教員や研究者たちが
工夫を重ねて取り組んできた。現行の学習指導要領解説３）では、第 5次からの改善の基本方針のひと
つとして、「「音楽づくり」については生活の中にある音に耳を傾けたり様々な音を探したり音をつくっ
たりして音の面白さに気付くとともに、音を音楽へと構成する音楽の要素や音楽の仕組みの面白さに
触れるようにする」となっている。1・2年生の内容としても「声や身の回りの音の面白さに気付いて
音遊びをすること」とある。
保育・教育現場で製作される手作り楽器素材の特徴は、身近にある廃材や自然のもの、またホーム
センターなどで販売されている資材など、楽器のために生み出された素材ではなく、手軽に手に入る
ものを利用することだ。そして作り上げるものは、簡易な構造の打楽器や管楽器、音階が演奏できる
ものなど主に既成楽器を模したものなどで、幼児でも容易に演奏できるものも多い。筆者が音楽科指
導法の授業でことさら手作り楽器を扱う理由は、前任校での「保育内容表現」の授業で手作り楽器を
作る学生たちが、既成楽曲を歌唱や器楽で演奏する時よりも、思った以上に音と対峙して「音の表現」
ということに前向きに取り組む態度があったことに起因する。
そこで本研究は、授業での手作り楽器の取り組みから学生の意識を整理し、文科省の答申等に沿っ
て、次期学習指導要領での「音楽づくり」における手作り楽器の位置づけをより明確なものにしたい。
Ⅰ　「音楽づくり」と教員の戸惑い
明治期の学制から昭和 16年施行の国民学校令施行規則までは、唱歌中心の音楽教育だったところが、
昭和 22年（1947年）の第 1次学習指導要領試案４）で「創作教育」の項目が出現する。「創作教育は
立派な作品を作ることを目的とするよりも、むしろ児童に創作の鑑賞体験を味わわせることに重点を
置く」「創作教育は全部の児童に強制すべきではないが、なるべく多くの児童に創作の体験を持たせる」
が、ほぼ 1年生から 5年生まで続き、6年生になって初めて、「多くの児童に、できれば全部の児童に」
と変化し、「豊かな想像力を持たせる」が加わっている。当時はやはり戸惑いがあったようで、1948
年の音楽教育誌『教育音楽』にはさっそく創作教育についての研究が掲載されており５）、以後も指導
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論が増えた。1960年代から山本の実施した「ふしづくりの音楽教育」６）は、児童たちが作曲し、歌い、
楽器をこなし、自分たちで考えながら学習するというものだ。彼が実践した岐阜県の古川小学校での
その完成度の高さが、国内だけでなく海外からも評価され、大変多くの見学者が訪れた。現在でも曲
を作るというとまずメロディーを作ることだと、一般的には捉えられているだろう。
「創造的音楽学習」は、それまでとまるで対極にあるような印象で、当時の現場教員のさらなる戸
惑いは想像に難くない。現在でさえ「音楽づくり」の内容について頭を悩ませる教員が少なくなく、
音楽専科の教員と連携することもあるようだ。また、各都道府県の教育委員会のウェブサイトで閲覧
できる現場教員作成の指導案からは、様々な苦労の末の工夫が見られる。文部科学省が授業例の視覚
資料７）を制作したのは 2014年であることから、「音楽づくり」に戸惑う教員が四半世紀経っても数多
いことがうかがえよう。その一番大きな理由は現職教員たちの「音楽づくり」に関する経験値の低さだ。
しかし、戸惑いの理由の根底にあるのは、評価の方法を自分の中で確立できていないことではないだ
ろうか。教員が児童たちの何を評価すべきかを踏まえてから課題を考えるには、「音楽づくり」は教
員自身の音と対峙する姿勢が何より決め手である。学習指導要領がアクティブ・ラーニングの視点を
重視する傾向である昨今は、主体的な学びの評価方法も重要課題だ。村山はドラムアンサンブルによ
る「音楽づくり」の授業を実施した中で、コミュニケーション能力が必要な他者との協働が、児童た
ちの自己肯定感を高めたと言っている（村山、2010）。主体的で協働的な学びは、クラスの中の個人
としてリコーダー技術を身につけたり、既成曲の合奏に加わるのではなく、音選びや音の扱いから他
者と相談するところから始まるので、完成に至るまでの過程も評価の対象になる。その過程をどうす
れば見ることができるか工夫する以前の問題として、教員がその過程を自ら経験する必要があろう。
教員対象とした「音楽づくり」のセミナーが開かれたりするのも、それが理由だ。筆者が音楽科指導
法の授業で手作り楽器製作を行うのは、序論で述べた以外に、手作り楽器が「生活の中にある音」に
気づくことのひとつの方法であり、学生自身が個人的に楽器製作をしてみることは、あまりないと考
えてのことだ。
Ⅱ　音楽科指導法の授業から
本学の教員養成課程における音楽関連の授業については、拙著（2016）で述べているので割愛する
として、幼稚園教諭免許も取得できる課程としてはかなりコンパクトな内容にせざるを得ない状況で
ある。学生たちが教職に就いた場合に、音楽科を教えるのは 3年生までである可能性が高いというこ
とは、学生たち自身も音の気づきから取り組む必要がある。とはいえ、本授業の回数では段階的な「音
楽づくり」の体験に時間を割きにくいのが現状だ。全授業の最終回に、2015年度は自由記述式のみ、
2016年度は自由記述式と 3～ 5件の評定法での質問紙を配布した。自由記述式の方はテキストマイニ
ングで分析するが、評定法の方は学生数の少なさから、統計を取ることは予定にないまま 7問のみ設
問したので、参考程度に見ながら、学生の意識を述べることとする。
Ⅱ‐1　質問紙から見る学生の意識
1）質問紙の集計から
2015年度の受講者数は 2～ 3回生 31名である。作製した楽器は、牛乳パックの楽器（ホイッスル・
スライドホイッスル・カズー）、ストロー笛、乳酸菌飲料空き容器の楽器（ジャングルサックス・ホーホー
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笛）・ペットボトルの楽器（オカリナ・ウッドブロック）、段ボールのギロの 9点の楽器製作に取り組
んだ８）。1回の授業で 1～ 2種を作製し、各回 20分程度を費やした。楽器ごとの感想の概要は、表 1
のとおりである。
グループ発表の詳細な内容についても本稿では割愛するが、学生たちのグループ全てが、既成曲の
メロディーを土台に手作り楽器などで効果音を入れ、いくつかのパートの楽器の割り当てを考え、と
いったように合奏譜のないところから楽曲を構成するという方法をとってしまった（拙著、2016）。
つまり平成 10年の学習指導要領で「音楽づくり」とされている、「既存の作品を創意工夫して表現す
る活動」である。ただし、テーマの表現のために、自分たちでいろいろ調べたり工夫したりして、授
業内で作製した以外の楽器も作って発表に使用していた。さらに、使用する手作り楽器の数が少ない
グループに対して、「もっと使うべき」という指摘をしていたこともあり、自分たちでテーマにふさ
わしい音を作ろうとしたことや、手作り楽器を使用することの意義のようなものを感じたであろうこ
とは、学生たちの前向きな姿勢があったと捉えたい。しかし音の鳴らし方や、素材によって出る音の
違いについて追求した様子は見られなかった。
2016年度の受講者数は 3～ 4回生 29名であった。授業のために購入したバロックリコーダー演習
の時間が、もっと欲しかったという 2015年度の学生の希望を反映し、手作り楽器の時間を減らすこ
とにした。その際、素材の準備がしやすいこと、できるだけ汎用性があると思われる楽器に限定する
という条件を満たすものとして、表 1のとおり、素材を 5種類から 3種類、楽器を 9点から 4点（牛
乳パックのホイッスル・牛乳パックのカズー・ペットボトルのウッドブロック・チョコレート菓子の
筒形空き容器のレインスティック）に減らして製作を行った。そして、手作り楽器の活用法を考える
授業時間の確保ができないぶん、牛乳パックのホイッスルとカズーについてのみ、保育・教育現場で
の活用法を考えることをレポート課題とした。グループ発表は、「既存の作品を創意工夫して表現す
る活動」を避けるために、リズム主体で楽器を扱わなくても可能なボディーパーカッションに、手作
り楽器を加えることとした。しかしでき上がったものはみな、ボディーパーカッションのリズムの流
れに手作り楽器のリズムを組み込むのではなく、あくまで効果音として使っただけだった。質問紙の
自由記述内容を見ると、ホイッスルとカズー、ウッドブロックに関しては、2015年度とさほど変わらず、
しいて言えば、汎用性について思いめぐらしている割合が多い。レインスティックに関しては、出る
音の綺麗さからか、釘を刺す面倒はあまり問題にはしていなかった。
評定法で設問した結果をかいつまんで見てみよう。7問中 6問は 5件法にしたが、1問のみ、「買わ
ないと揃わないのがいや」「買うしかなくても仕方がない」「いろいろ買ってでも作りたい」という 3
件のみ設定し、素材となる廃材が家に無かった場合の調達について問うた。これを設問したきっかけ
は、事項で示す表 2にあるように、2015年度の自由記述に「（牛乳パックなど）材料を買わないとい
けないのが痛かった」などの回答が受講者 31名中 3名いたことによる。そして、2016年度はこの 3
件のうち「買わないと揃わないのがいや」が受講者 29名中 18名おり、そのうち 4名は、手作り楽器
はあまり作りたくなかったり、活用法については積極的ではなかったり、自分たちで考えた楽器を作
りたいとも思っていない傾向であった。自分たちで考えた手作り楽器を作りたいとは思わない学生は
9名いたが、そのうち 7名は、活用法については説明だけで良いと考えていたり、作るだけで満足と
答えていた。さらに、手作り楽器を作りたくなく、活用法も説明だけでよく、自分たちで考えた楽器
も作りたいと全く思わない学生が 1名おり、評定法での回答を見ると、リコーダー演習もボディーパー
カッションも大変消極的に捉えていたので、そもそも音楽が苦手か嫌いな学生だと思われる。「買う
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しかなくても仕方がない」の 7名と、「いろいろ買ってでも作りたい」と答えた 2名の合計 9名は、もっ
といろんな種類の楽器を作りたかった（8名）、自分たちで考えた手作り楽器を作りたかった（5名）、
活用法について取り組む時間が欲しかった（6名）、という前向きな傾向が出ており、少なくとも、作
りたくなかったと答えた学生はいなかった。いずれにせよ、「買わないと揃わないのが嫌」という 18
名の学生でも、楽しかったという感想や、何かに使えるのではないかという意見が殆どであったので、
材料が全て自宅にあったり、学校で用意されていたものであれば、不満は少なかったのだと考えられ
る。素材の確保に飲料や菓子を購入するため学生が負担した金額は、トータルで一人あたり 400円程
度と推定される。金額面から言えば、学びに対しての出費と割り切った感覚で臨んでほしかった。グ
ループ発表ではボディーパーカッションがメインだったせいもあり、手作り楽器の音で何かを表現す
るという使い方があまりされていなかった。それは活用法を学びたいという学生がいる一方で、「作
るだけで満足」「楽器を見て音を聴くだけで満足」と答えた学生が 14名もいたことにも表れており、
やはり音で何かを表現する課題の必要性があったことは確かだ。
2）カテゴライズから見えてくるもの
グループ発表の様子から、「音楽づくり」に関する経験や知識のある学生は、両年度とも皆無のよ
うであった。これらは学生たちが小学生時代に経験することが望ましい「音楽づくり」、つまり身近
な音の気づきから創作までのトータルな学習をしてこなかったことが原因だろう。そのような中で、
手作り楽器そのものをどう捉えたかを見るため、両年度とも学生の自由記述したものを KJ法に準拠
した方法でコーディングしてゆくと、同じところに行き着いた（表 2）。表 2の一番右端の欄はコーディ
ングの一番大きなグループであるが、楽器によって好意的で前向きな意見と否定的な意見がある。そ
のため、図解にした図 1の網掛け・太文字で表した大グループどうしは、部分的に関連しあっている
と考えねばならないことに加え、これを文章化する際に、表 1と表 2を考慮する必要がある。以下は
表 1　手作り楽器製作の感想（明朝体は 2015 年度　網掛・丸ゴシック体は 2016 年度）
牛乳パック
ホイッスルと
スライドホイッスル
楽しかった、良い音が鳴った、音が面白い、組立てや鳴る角度を
探すのが難しい、伱間ができて音が鳴らない、素材に驚いた
ホイッスル
楽しかった、綺麗な音が鳴った、簡単だった、組立てや鳴る角度
を探すのが難しい、何かに使えそう、素材に驚いた
カズー
面白い音が出て楽しい、作るのが難しい
面白い音が出て楽しい、簡単だった、何かに使えそう、音を出す
のが難しい、作るのに手間取った
ストロー ブーブー笛 簡単で面白い、音を鳴らすのが難しい、素材に驚いた
乳酸菌飲料
容器
ホーホー笛 簡単だった、音が鳴らなかった、ゼムクリップ使用は危ない、ボ
ランティア先の子どもが喜んだジャングルサックス
ペット
ボトル
ウッドブロック
簡単だった、大きさ等による音の違いが楽しかった
簡単だった、大きさ等による音の違いが楽しかった、ボトル同士
をドッキングさせる工夫がもっと必要、何かに使えそう、想像ど
おりの音で新鮮味がない
オカリナ 穴をあけにくかった、カッターナイフ使用は危ない
段ボール ギロ 作りやすい、段ボールを 2枚に剥がしにくかった
菓子の紙製
筒形容器
レインスティック 綺麗な音が出る、釘を刺すのが大変、釘が危ない、何かに使えそう
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文章化したものだ。
楽器によっては簡単に作れ、自分の作ったものから音が鳴ると、とてもうれしくて楽しい。良い音
だけでなく意外な音のものもあり、保育・教育現場などで何かに使えそうだ。ただし、作るものによっ
ては難しさを感じるものや、音の出しにくいものがある。楽器によっては素材も裁断器具も危なくて、
現場で使用するには疑問が残るものもあった。材料の調達に費用がかかるものもあったが、身近な材
料で作れた。
表 2のパーセンテージに両年度の違いがあまりないものは、おそらく共通した感想と言えるだろう。
一方で数字に大きな違いがあるもののうち、出た音のきれいさや面白さは 2016年度の学生の方が比
表 2　（数字は、各年度左側は述べ人数、右側の太文字はパーセンテージ）
感想の種類や様子 15年 16年
楽しかった 面白かった 21 8.6 10 5.6 楽器が作れる
楽しさと
作った楽器から
出る音の喜び
楽
?????????????
音が出て楽しかった うれしかった 9 3.7 9 5
作るのが楽しかった 1 0.4 4 2.2
上手く作れたら面白いだろう 1 0.4 0 0
簡単に作れた　すぐできた　意外と簡単 28 11.5 21 11.7
作るのも
鳴らすのも簡単
簡音を鳴らすのが簡単 3 1.2 5 2.8
簡単に作れたけど否定的 3 1.2 0 0
活用法を考えている　また作りたい 10 4.1 29 16.2
活用について
前向き
活
ボランティア先で実践した 1 0.4 0 0
活用法を考える時間が欲しかった 1 0.4 0 0
もっと工夫があったらなお良い 0 0 3 1.7
音がきれい　良い音が出る　かわいい音 4 1.6 12 6.7
出る音の良さや
楽しさ、意外性
音
面白い音　フクロウみたいな音 5 2 5 2.8
意外な音　変わった音 1 0.4 4 2.2
鳴らし方や素材の違いで音に表情が出る 8 3.3 10 5.6
身近な素材で楽器が作れて驚いた 14 5.7 6 3.4 素材の意外性 意
難しい 6 2.5 5 2.8
作るのも
鳴らすのも難しい
難
??????
作るのが難しい 45 18.4 15 8.4
鳴らすのが難しい 11 4.5 8 4.5
鳴らない 42 17.2 9 5 鳴らない 不鳴
素材の準備が大変 6 2.5 4 2.2
素材の準備に
関する不満
材
?????????????????
素材についての前説を詳しく 5 2 1 0.6
素材の使い方が上手くいかなかった 2 0.8 0 0
素材を買うのが嫌 3 1.2 1 0.6
かさばる 0 0 2 1.1 作った楽器への
不満
不
意外性がなく面白くない 3 1.2 3 1.7
悔しかった　残念だった 3 1.2 0 0
上手くできない
自分が下手だった 1 0.4 0 0
活用度を見いだせない 0 0 7 3.9 楽器自体への
否定的な見方
否
説明だけでよく、作る必要はない 1 0.4 1 0.6
素材や使用器具に危なさがある 5 2 2 1.1
小学生には無理
小学生には難しくて無理 1 0.4 3 1.7
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較的多く、作ったり鳴らしたりする難しさは 2015年度の学生が比較的多いのは、明らかに製作楽器
数の違いが反映されていると言える。そのせいか音楽ではなくて図工の時間の印象があったと消極的
に捉えた学生がいたが、他教科との関連性（別の回の講義で説明している）で捉えることを思い出せ
た学生がどこまでいたのかはわからない。また、活用法について活用度の高低をそれぞれ答えている
学生が 2016年度のほうが多いのは、既述のとおり 2点の楽器について現場での活用案をレポート課
題にしたので、意識が持ちやすかったのではないかと考えられる。その他の数字の違いは、各学年の
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カラーが出ているのだろう。どちらにしても、学生たちは楽しんで取り組んだ一方で、「音楽科指導法」
の授業は歌唱やリコーダーの教え方を教わるものだというイメージを漠然と持っていて、手作り楽器
は幼児がやることだと思いながら授業を聴いている印象を筆者は受けた。
Ⅱ‐2　学生による手作り楽器の活用案
一方、2016年度は牛乳パックのホイッスルとカズーを使った遊びなど活用案についてのレポートを
課した。そのためか、2015年度の学生とは違い、カズーを鳴らすことができないままの学生は殆どい
なかった。筆者は活用法の具体例を全く示さなかったぶん、学生がインターネットや書籍等で調べた
のか、自ら考えたのかの確認はできていないが、学生が記述した内容を分類したものが表 3である。
ここから読み取れることを述べよう。
表 3の④⑤のいくつかの項目が 6～ 7名（延べ人数）と他より多い理由は、カズーは吹くのではなく、
声を出すことで鳴る面白さを感じ、作製後すぐさまいろんな言葉でお互い試しあって楽しんでいたた
めと考えられる。おそらくホイッスルの場合も、紙なのによく音が鳴ることの驚きが大きかったから
だろう。表 2にあるように、ホイッスルは作るのが難しい、鳴りにくいという感想を書いた学生が多
い一方で、長さを変えたものを揃えて音階を作ることに言及した人数が多かったのは、きちんと音が
鳴るホイッスルを作ることができた学生によるものと思われる。また、1名ではあるが、他の廃材で
表 3
内　　　容 人数 計 内　　　容 人数 計
①既成曲の伴奏に合わせて合奏 ④奏者の意図を受け止める
曲名なし 2
9
曲当てクイズ 7
15
静かな湖畔 1 伝言ゲームをする 1
虫の声 2 何を言ったか当てる 6
幸せなら手をたたこう 2
ゲームの中で正しいリズムが
吹けたら OK
1
おもちゃのチャチャチャ 2 ⑤出る音について考える
②手作り楽器だけで合奏する
何の音に似ているか考える・
鳴き真似
6
13
他の手作り楽器とアンサンブル 1
12
鳴らし方や音についての気づ
きを共有
6
リズムアンサンブル 3 物語の効果音を考える 1
カズーでリズム演奏 1 ⑥構造による音の違いを知る
カズーで合唱 3
サイズの違いで出る音の違い
の気づき
2 2
ホイッスルでリズム演奏 1 ⑦音階にしてしまう
カズーでリズムあそび 1
音階の数だけ作って音程の
当て合い
2
8
ホイッスルでリズムあそび 2 みんなで曲の演奏 6
③ゲームの中の音 ⑧その他
イス取りゲームやリレーの
合図として使う
2
4
どんな音が出るか先に想像
させて作る
1
2
旗揚げゲームとして使う 2
楽器に使えそうな他の廃材を
考える
1
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何が作れるかを考えるという案は、思いのほか廃材が「使える」素材であることに価値を見出したの
かもしれない。全体を大まかに分類すると、合奏に使う（①②⑦）、ゲームに使う（③④）、出る音へ
の特徴を捉えたり気づきの共有をねらう（⑤⑥）、その他（⑧）の 4つに分けられた。作ることに対
して大概的に消極的な傾向にある学生たちだが、音についての気づきに着目したことは、手作り楽器
の取り組みが無駄ではなかったようだ。次年度以降は、自宅での自習課題に手作り楽器を課すことで
楽器の数を増やし、この数字を増やすことも筆者の課題のひとつである。
Ⅲ　「音楽づくり」における手作り楽器
Ⅲ‐1　ものづくりと学生
現行の学習指導要領についての改善として出された平成 20年の答申では９）、「教育内容に関する主
な改善事項」のひとつとして「ものづくり」が挙げられている。そこには「ものづくりの重要性は、
単に作り手としてのものをつくる技術を習得するという観点だけではない。むしろ緻密さへのこだわ
りや忍耐強さ、ものの美しさを大切にする感性、持続可能な社会の構築へと繋がる「もったいない」
という我が国の伝統的な考え方のほか、ものづくりで大切なチームワークや自発的に工夫や改善に取
り組む態度も重要である（後略）」と述べられている。これに続けて各教科と照らし合わせて述べら
れており、音楽は合唱などを通してチームワークを学ぶ機会だとされているが、手作り楽器製作はま
さに「ものづくり」の原点に繋がるだろう。
2015・2016年の両年度を通して筆者が予想していなかった最たることは、思った以上に学生たちが
製作を難しがったことだ。素材としては、乳酸菌飲料の空き容器・ペットボトル・ストローは、本体
に簡単に手を加えることででき上がるもので、作ることを難しがるような感想は少なく、しいて言え
ばカッターナイフを使うことの危険性を述べていた程度だ。それに対して牛乳パックを使用したもの
は「難しかった」という回答が思いのほか多かった。ホイッスルは 1辺が 3センチ以内の正方形と長
方形から成る展開図を書いて切り抜き、箱のように折り曲げてセロハンテープで固定してできる。カ
ズーは長方形に切って 4つ折りにしたものを三角柱の筒に仕立て、1辺に穴をあけ筒の片方の穴をポ
リ袋の切れ端と輪ゴムで綴じるだけである。おそらく定規で図って展開図を書く前に、牛乳パックを
平らに切り開くところから始めたことが、とても面倒に感じたのかもしれない。そして同じ楽器でも
作るのを難しがる学生と簡単に作れた学生に分かれ、そのために教育現場で使うことに対しても意見
が分かれた。上手く作れず鳴らなかったことで、面白くないと思うのは自然なことだ。しかし普通に
作ってきちんと音が鳴る学生は少なくない。自分にとって作るのが難しいから小学生にも難しいと決
めてしまうのはいささか短絡的すぎよう。事実、のちに教育実習を終えた学生の一人は、「子どもた
ちは、難しくてできないだろうとこちらが判断したことを、思っていた以上に上手にこなしていたの
で驚いた。」と述懐していた。どのようにしたら難しくないのか、児童にどう説明したら良いかを自
ら考えるというところに行き着くには、すぐ諦めて放棄するのではなく成功するまでできるだけ頑張
ることが必要で、教職を目指すための基本と筆者は考える。
Ⅱ‐1‐1）で材料の調達について学生の不満があったことを述べた。学生たちは、生活の中から発
生する廃材を確保するために、買いものをしてまで作りたくなかったのだろうが、様々な廃材で楽器
を作ることができ、音が鳴る仕組みがどのようであるかなどの知見を、経験を通して身に付けたい。
カッターナイフが児童には危ないという指摘はもっともであるが、それも実際に作ってみたから解っ
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たことだ。そしてどのような器具を使えば安全に簡単に穴を開けられるか、教員がどこまで準備して
おけば良いかまで考えられたらと思う。学習指導要領の改善事項として「ものづくり」があげられた
要因の重要性は、当時小学生であったこの学生たちの例が物語っていると言えよう。ただし、次節で
触れる次期学習指導要領に向けての答申では、「ものづくり」という言葉は、中学校の技術科におい
て我が国に根付いているものづくりの文化を継承することを重視すること、工業という点からものづ
くりを通して地域社会の発展を担う職業人を育成するという目的があること、の 2点でしか触れられ
ていない。
Ⅲ‐2　次期学習指導要領に向けての「音楽づくり」における手作り楽器
平成 20年の答申から 8年が経った現在の教育は、「生きる力」をつけるために、アクティブ・ラー
ニングの方法を取り入れることや、言語活動の強化を推奨する点は変わらない。ただし現在は、当時
「ものづくり」と共に改善策であげられた ICTの活用や環境教育など、理数系の学習を重視する傾向
で、学力の向上が目標のようだ。では、「ものづくり」はもう強化する必要はないのだろうか。来た
る平成 30年の第 9次学習指導要領の施行に向けての、中央教育審議会のいくつかの報告や答申のうち、
平成 27年 12月と平成 28年 12月の答申に沿って、手作り楽器の有用性等を見出すこととする。
1）教員の資質に関して
平成 27年 12月に「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～（副題略）～」の
答申が発表された 10）。ここでは、平成 24年 8月の中教審答申 11）で提言された「学び続ける教員像」
を具現化するための「これからの時代の教員に求められる資質能力」が述べられている。そのうちの
2点を、手作り楽器学習に結び付けると以下のようになる。
①　 常に探究心や学び続ける意識を持つことともに、情報を適切に収集し、選択し、活用する能力や
知識を有機的に結びつけ構造化する力
楽器への探求心という点では、その楽器を良い音で表情豊かに演奏するための技術を身につけるこ
とが最たることであるのは言うまでもないが、楽器そのものへの探求心であれば、楽器の歴史ととも
に楽器の構造にも視点を置くことが考えられる。楽器の構造とは、何の素材がどのように組み合わさっ
ており、どの部分がどのような形や角度・大きさになっているから音が出るのかということを知るこ
とだ。これを身近な素材でどう再現できるか試みる姿勢も楽器への探求心であり、それを児童たちに
有益な方法で経験させることが教員の役割である。
②　新たな課題等に対応できる力量を高める必要があること
新たな課題としては、アクティブ・ラーニング、道徳教育、外国語教育、ICT、特別支援などの他に、
幼小接続をはじめとした学校間連携等への対応も挙げられている。現行幼稚園教育要領の第 2章「ね
らい及び内容」にあげられている、「身近な物を大切にする」「身近な物や遊具に興味を持ってかかわ
り、考えたり、試したりして工夫して遊ぶ」「感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現し
たり自由にかいたり、つくったりなどする」「いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ」の 4点を統
合したものとしては、手作り楽器の体験が最適であることは今さら筆者が言うまでもない。北浦らは、
所属する大学の生涯学習事業の講座において、地域の幼児から児童までの校種を超えた親子らを対象
とし、手作り楽器を使用した音楽活動を行った（北浦、2016）。これは幼小連携のひとつの形と言える。
一方で、幼児期の教育は義務教育の基礎を成すものであることから、音楽科における幼小連携におい
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ては、保育の 5領域のひとつ「表現」のなかでの「音あそび」から初等科の「音楽づくり」への橋渡
しと考えられる。手作り楽器での音楽あそびがどのように幼児の音楽的発達に影響し、小学校での手
作り楽器学習でそれをどのように汲み上げるか。さらに中学校で本格的な楽器に近いものを作って地
域の人々との交流を深め、伝統芸能に親しむ機会となる（降矢ほか、2007）など、手作り楽器学習は
ストロー 1本の音からどのようにでも広がる可能性を持っている。小学校での「音楽づくり」におけ
る手作り楽器が、楽しいだけの「お遊び」にとどまらずに生かされるよう、教員を目指す学生も意識
を持つ必要があろう。
2）次期学習指導要領に関して
平成 28年 12月の「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
及び必要な方策等について」12）は、本稿執筆の現在、新学習指導要領に向けての核となる一番重要で
一番新しい答申だ。この答申に先立ち、同年 8月に次期学習指導要領についての審議のまとめ 13）が
発表された。その中では、これまでの言語活動の充実とともに、クリティカルシンキング、判断力、
知識やスキル、情報活用能力などを育むことが重要とされている。そしてアクティブ・ラーニングの
視点から言語活動の充実を図る場合、思考力・判断力・表現力を育む芸術科目はその特質において考
えられるべき、ともある。つまり、どのような音を聴いたのかを言葉で表現することはそのままの言
語活動であるが、その言葉をどのような方法で自分の音として再表現したり、捉えた情報や心に浮か
んだ気持ちを音で表出したりする時に、手作り楽器の学習は効果があろう。また、「プログラミング
的思考」を育む必要性から「音楽づくり」においてそれを体験することも提案されており、「その際、
音楽の学びの本質に照らして適切に位置付けられるよう、機器の操作に傾斜した学習にならないよう
留意するとともに、つくった音楽を実際に自分の音や声で表すことを大切にすることが重要である」
とある。音楽科でいう、機器の操作に傾斜した学習というのは、おそらくハーモニカやリコーダーを
上手に吹くこと、電子楽器を使うこと、教員が CD音源に頼ること等であろうか。楽器を上手に演奏
するのは素晴らしいことであるが、低学年であれば既成楽器の瞭然とした、つまりそれ以外の何でも
ないその楽器の音で何かを表現するのは、抽象的で難解なこともある。誰にでも伝わる音として、楽
器でないものを叩いたり瓶に息を吹き込んだりと、叩き方や吹き方を工夫するだけでも、自分の音探
しになる。
一方その後の 12月の答申では、「社会に開かれた教育課程」においていわゆる「生きる力」を育む
ための資質・能力（コンピテンシー）の三つの柱（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学
びに向かう力・人間性等」）を身につけることが、次期学習指導要領の目標とされた。それは次の 6
項目を踏まえるものとしている。
①　何ができるようになるか
手作り楽器を作るのは、単に楽器の代用品を作るのではなく、何の楽器を模すのか、どんな音をど
んなもので作ることができるか、出せることができるかということを体験するものだ。低学年ではひ
とつの楽器にひとつの音であることが多く、単体で出る音質を使った「音楽づくり」ができ、音楽と
は決して既成楽器だけで構成できるものとは限らないこと、新たな音楽の楽しみや価値を知ることが
できる。これらの楽器は長さなどを工夫していくつか並べれば音階ができ上がる。高学年や中学生に
なるにつれて、徐々にひとつの楽器から音階が鳴らせるものが作れるようになる。この一連の中で、
必要から生まれた古代の楽器に始まり、音楽芸術に繋がる歴史に興味を持つことができ、音楽の本質
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の理解となるのだ。
②　何を学ぶか
①で述べたように、幼児→低学年→高学年→中学生に成長する中で、手作り楽器を介在して幼小連
携や小中連携という隣接校種の接続が期待できる。さらに、教科横断の視点から言えば 3点あげるこ
とができよう。ひとつ目は、作ることで図工科の要素があり、上手に作る作業についてのほか、素材
の扱い方や選び方を学ぶことだ。2つ目は、手作り楽器は牛乳パックをはじめとする廃材や竹などの
自然物を扱うことが多く、家庭科や生活科における環境教育に繋ぐことができる。楽器や玩具は買っ
てくるものという意識ではなく、身の回りの物を工夫して音あそびをする体験は、児童たちが様々な
物に対する思いを持てるようになるだろう。そして 3つ目は、音の鳴る仕組みや音階の仕組みを知る
ことで理科の学習に繋がる。リコーダー頭部管の窓のエッジと牛乳パックのホイッスルの吹き口に角
度が必要なのは同じ理論であることや、太鼓のヘッド（膜）は布ガムテープをどのように張ればどの
ような音の高さになるか、管の長さを変えると音程が変わるのはなぜなのかなど、楽器は物理とのつ
ながりが大きい。また理科と繋がる別の方法としては、自然素材を種から育て、収穫して楽器にした
例が養成校に見られた（斉木、2015）。これが教育現場で行われれば、5領域の「環境」や理科との繋
がりを見出すことができる。
③　どのように学ぶか
答申ではここでアクティブ・ラーニングの必要性に触れている。いくつかの手作り楽器を作る過程
で、どんなものが素材になるか、どのように作れば良いのかを考えることが協働の学びとなる。自ら
の工夫を生み出し、音が思うように鳴らなければなぜ鳴らないのかを考え、他者の作った楽器と比べ
ることで改善点を見出す。既成楽器と組み合わせて合奏することで、どのように工夫すれば音が負け
ないかを考えるきっかけとなる。
④　子供一人一人の発達をどのように支援するか
インクルーシブ教育の場合は教育楽器を扱うことができない場合、それぞれの障害に合わせた音楽
表現を考えることになり、持ちやすい、叩きやすい、吹きやすいなど、違う角度からも考えて作るこ
とになろう。また、日本で生まれ育ったのではないニューカマーの子どもが、まだ日本の文化に馴染
めていない場合、手作り楽器は国境を越えた新しい音楽の形に取り組むことができたり、また音に対
する感性でも日本と外国の相違点などを発見したりと、教員の指導の仕方次第で、他者理解について
の学びにもなる。
⑤　何が身についたか
答申では、「一人一人の学びの多様性に応じて、学習の過程における形成的な評価を行い、子供たち
の資質・能力がどのように伸びているかを、例えば、日々の記録やポートフォリオなどを通じて、子
供たち自身が把握できるようにしていく」ことが重要で、「子供たちが行っている学習にどのような
価値があるのかを認めることが求められる」とある。手作り楽器は様々な教科との関連性を見出せる
学習ではあるが、音楽科としての評価を行う場合、上手に作れたこと、作ったものに施した装飾のこ
となどでは勿論ない。どれだけ自分の出したい音を追及した（素材の工夫や鳴らし方など）か、他者
の音を自分の音とどのように融合したか、他者の意見をどう受け入れて音楽にしたか、ということが
評価の対象になる。知識をどれだけ知っているか、楽譜をどれだけ正確に表情豊かに演奏したか、と
いったようなある種の決まった正解がない。また「音楽づくり」の学習自体がグループで行うことが
殆どなため、アクティブ・ラーニングの視点に基づいた学習と指導方法そのままと言える。
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⑥　何が必要か
答申では前節で挙げた以外に、学習指導要領音楽科の「共通事項」の改善点として「「見方・考え方」
との関連を考慮して位置付ける」とし、「知性だけでは捉えられないことを、身体を通して、知性と
感性を融合させながら捉えていくことが、他教科等以上に芸術系教科・科目が担っている学びである」
等、芸術科目を学ぶ意義や必要性が述べられている。しかし芸術科目をなぜ学ぶ必要があるのかとい
うことに対して、教員の意識としても児童たちの意識としても弱いという指摘がされていることにも
触れている。やはりこれらは、教員養成に際しても考えられなければならないと筆者は感じている。
たとえば鑑賞教育の手段のひとつとしてグループ学習をするなら音楽教育であるが、グループ学習が
第一義となるなら全く別のものだ。「音楽づくり」を通して曲の構成や楽器の使い方の面白さを知り、
既成楽器による曲のメロディーとハーモニーの良さなどを理解してこそ、鑑賞教育の教材の理解に繋
がる。児童たちだけでなく、教員もそこに至るためのひとつの手段が「音楽づくり」なのだ。
Ⅲ‐3　音楽科において教員養成に必要なこと
本研究では、手作り楽器に対する学生の意識と有用性について述べてきたが、もちろん児童たちの
音楽科の授業において、「音楽づくり」の手段として手作り楽器が全てと言いたいわけではない。た
だ、既成の楽器、学校にある教育的配慮から揃えられた楽器ばかりでなく、身の回りの音と手作り楽
器の関係性や感じたことを音で表現することを経験してこそ、前項で述べたとおり、既成の楽曲演奏
の際の表現力や、鑑賞における音楽の構成を聴き取る力に繋がる。見方を変えて言えば、教員養成に
おける音楽教育は、「音楽づくり」の指導が迷わずできる教員を育てなければならないのではないか。
歌うのが恥ずかしいとか、伴盤ハーモニカやリコーダー演奏が苦手な児童であっても、「音楽づくり」
については取り組みやすい。そこで拍子やリズムを指導して児童たちの作品をまとめる際に、「共通
事項」の知識が重要となる。教員は指導学年を問わず「共通事項」を理解しなければならない。
「共通事項」の中でも音楽理論の理解の問題はどうか。歌唱においては歌詞も伴っていることが殆
どなため、いわゆる耳コピで覚えて歌うことはさほど難しいことではない。歌詞の文字だけを見なが
ら歌うことができるので、音楽理論の知識がうやむやなまま歌っていることもある。また筆者の経験
則としてだが、ソナチネ程度が弾けるピアノ経験者の学生でも、思った以上に音符の名前と音価、拍
子記号の意味とリズム表記などをあまり理解しておらず、楽譜の見た目の感覚に頼って弾いているこ
とに出くわすことが多い。歌唱と違って、ピアノは音符を見ないと演奏はできないので、音楽理論の
理解には読譜を徹底するしかない。
次期学習指導要領は知識の理解の質を高めるという趣旨であることから、教員として理解の質を高
めるには、知識だけでなくそれを裏付ける技能を持つことも意味していよう。教員が CD音源の使用
に頼りがちになるのは望ましいことではない。伴奏楽器が弾けることは、そう大事なことではないと
考えている現場教員もいるかもしれないが、シンプルなコード奏であっても教員の生音での伴奏は、
児童の学習状態によって柔軟に合わせることができる。音楽専科の教員でも、自分で弾かないほうが
授業をスムーズに進めやすい場合があるが、児童たちに合わせて自分の演奏を録音したものを使用す
るなど臨機応変に録音を活用しているようだ。教員養成においては、メロディーと伴奏部を一人で受
け持つピアノ習得で音楽理論の知識を学習しなおすのが、一番効率的ではないだろうか。
歌唱共通教材は日本人として歌い継ぎたいもの、各社音楽科教科書に掲載されている鑑賞曲は、学
習のねらいが反映されていて聴いて楽しい上に、教養として知っておきたい楽曲でもある。音楽科に
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おいてこれからの教員養成に必要なことは、指導で最低限必要なレベルの伴奏ができる楽器の演奏技
術と、演奏技術に基づいた音楽の理解力を持つ教員を育てることだ。楽器演奏は一足飛びに技術が身
につくものではない。教科教育法も演奏技術も、半期ではなく通年の必修科目として時間をかけて知
識と技術を身につけ、「音楽づくり」指導の揺るがない支えとすべきと考える。
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